
4月1日から
市の組織が変わります

問合先　政策推進課政策担当

広域交付での戸籍謄本の取得が便利です

問合先　市民課戸籍担当

■　
総
合
政
策
部

秘
書
広
報
課
に
「
ま
ち
の
魅
力
創

造
・
発
信
担
当
」
を
新
設
し
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
取

組
を
強
化
し
ま
す
。

■　
福
祉
部

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
し
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
や
子
育

て
世
帯
、
こ
ど
も
の
相
談
支
援
な

ど
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。（
設

　

本
籍
地
が
遠
方
で
あ
っ
て
も
、

お
住
ま
い
や
勤
務
先
な
ど
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
、
戸
籍
謄
本（
改

製
原
戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
）な

ど
を
取
得
で
き
ま
す
。 

取
得
で
き
る
範
囲　

　

本
人
・
配
偶
者
・
直
系
尊
属

（
父
母
・
祖
父
母
な
ど
）・
直
系
卑

属（
子
・
孫
な
ど
）に
限
ら
れ
ま
す
。

取
得
の
際
に
必
要
な
も
の　

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
顔
写
真
が
載
っ
て
い
る

も
の
）

市
内
交
付
場
所　

市
役
所
市
民
課
、
若
葉
駅
前
出
張

所（
現
在
の
戸
籍
の
み
）

※　
郵
送
に
て
申
請
さ
れ
る
場
合

や
、
代
理
人（
第
三
者
請
求
）の
場

合
は
直
接
本
籍
地
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

置
場
所
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※　
詳
細
は
７
頁

■　
都
市
整
備
部

企
業
立
地
課
の
名
称
を
「
企
業
立

地
・
定
住
推
進
課
」
に
変
更
し
ま

す
。
市
内
へ
の
企
業
立
地
の
推
進

と
あ
わ
せ
、
若
い
世
代
や
子
育
て

世
代
な
ど
の
定
住
・
転
入
に
つ
な

が
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
の
際
に
戸
籍
謄
抄
本

の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た　

　
婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
な
ど
の

届
出
の
際
に
戸
籍
の
謄
抄
本
の
添

付
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮

名
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
記

載
さ
れ
ま
す
。
通
知
は
、
５
月
26

日
㈪
以
降
、
国
民
全
員
宛
に
本
籍

地
の
市
区
町
村
か
ら
順
次
発
送

さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間

　
令
和
７
年
６
月
30
日
㈪
ま
で

そ
の
他

①　
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に

複
数
回
転
入
・
転
出
し
、
上
記
の

対
象
世
帯
に
該
当
す
る
世
帯

　
市
で
税
に
関
す
る
情
報
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
担
当
窓
口
で
配
付
す
る
も
の

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

住
所
地（
令
和
６
年
１
月
１
日
現

在
）の
非
課
税
証
明
書
を
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②　
未
申
告
の
世
帯（
全
員
ま
た

は
一
部
の
方
）

　
非
課
税
世
帯
で
あ
る
か
確
認
で

き
な
い
た
め
通
知
は
届
き
ま
せ

ん
。
支
給
を
希
望
す
る
方
は
税
務

課
で
申
告
の
上
、
①
と
同
様
に
申

請
書
で
給
付
金
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
先

　

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
９・２
９
８・５
２
７
７

「低所得者支援給付金」を支給します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
物
価
高
に
苦
し
む
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
住

民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
）を

支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
お
よ
び
受
給
方
法

　
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

に
お
い
て
、
世
帯
全
員
の
令
和
６

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯（
世
帯
全
員
が
課

税
者
か
ら
税
の
扶
養
を
受
け
て
い

る
世
帯
を
除
く
）

振
込
口
座
を
把
握
し
て
い
る
世
帯

　
３
月
21
日
㈮
か
ら
「
支
給
の
お

知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
給
付
金
振
込
口
座
か
ら
変

更
が
無
け
れ
ば
、
手
続
き
は
不
要

で
す
。
前
回
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
な
お
、
一
部
の
方
は
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
支
給

通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
口
座
を
把
握
し
て
い
な
い
世
帯

　

３
月
28
日
㈮
か
ら
「
確
認
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
記

入
例
を
参
考
に
、
対
象
要
件
に
合

致
す
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

　
（
１
世
帯
１
回
限
り
）

※　
子
育
て
世
帯
は
こ
ど
も
１
人

あ
た
り
２
万
円
を
加
算

詳細はこちら

最終
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一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
が
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
被
害

を
申
告
し
に
く
い
と
い
う
状
況
が

あ
り
ま
す
。
加
害
者
の
７
～
８
割

が
顔
見
知
り
で
あ
る
と
の
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
望
ま
な
い
性
的

な
行
為
は
性
暴
力
で
す
。
被
害
に

遭
っ
た
方
は
決
し
て
悪
く
あ
り
ま

せ
ん
。
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
専
門
の
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
近
な
人
が
被
害
に

遭
っ
て
い
る
と
感
じ
た
ら
相
談
を

勧
め
て
く
だ
さ
い
。
加
害
す
る
側

に
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
性
暴
力
の
情
報
を
社
会
全
体

で
共
有
し
、
性
暴
力
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
な
手
口
に
注
意

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
性
犯
罪

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
性
的
な
自
撮
り
画
像
を
要
求
さ

れ
る
、
勝
手
に
掲
載
さ
れ
る
、
な

り
す
ま
し
た
相
手
か
ら
性
暴
力
を

受
け
る
な
ど
の
被
害
が
起
き
て
い

ま
す
。

レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
を
利
用
し
た
性

犯
罪

　
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
と
は
、
飲
み

物
や
食
べ
物
に
混
ぜ
て
、
相
手
を

抵
抗
で
き
な
い
状
態
に
し
て
性
的

行
為
を
す
る
目
的
で
使
わ
れ
る
睡

眠
薬
な
ど
の
薬
物
の
総
称
で
す
。

薬
物
を
飲
食
物
に
混
入
さ
れ
る
被

害
が
起
き
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演
被
害

　
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
な
ど
の
勧

誘
を
受
け
た
女
性
や
、
応
募
し
た

経
験
の
あ
る
女
性
が
、
同
意
し
て

い
な
い
性
的
な
行
為
な
ど
の
撮
影

要
求
を
受
け
た
り
、
ア
イ
ド
ル
に

な
り
た
い
気
持
ち
を
悪
用
さ
れ
る

な
ど
の
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。

主
な
相
談
先
な
ど

警
察
相
談
専
用
電
話　

＃
９
１
１
０

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー　

＃
８
８
９
１

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
キ
ュ
ア

タ
イ
ム
）」

チ
ャ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
相
談
、
外
国

語
あ
り

4月は「若年層の性暴力被害予防月間」です

問合先　女性センター☎049・287・4755

内閣府
HPはこちら

Cure time
チャットはこちら

て
、
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、３
年
度
目
以
降
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所

得
税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。　

※　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納

付
済
期
間
な

ど（
10
年
以

上
）の
こ
と

「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？

問合先　保険年金課保険資格担当

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
申
請
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が
年

金
の
※

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
承
認
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内

に
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
っ

日本年金機構
HPはこちら

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
特別支援学校、専修学校および各種学校（学校教育法
で規定されている修業年限が1年以上の課程、ただし
私立の各種学校は県知事の認可を受けた学校に限る）、
一部の海外大学の日本分校に在籍している学生、
※　所得が128万円+扶養親族数×38万円+社会保
険料控除等を計算した額以下である方

申請に必
要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パス
ポートなど）
※　代理人が来られる場合は代理人の本人確認書類

（別世帯の代理人の場合は委任状も必要です）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③申請年度に有効な学生証※（コピー可）または在学証
明書（原本）　
④申請書（市役所の保険年金課窓口にあります、また
は日本年金機構のHPからダウンロードできます）
※　裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある
場合には表面と裏面の両方のコピーが必要です
※　学生証がアプリの場合には窓口で提示してください

申請方法
・年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書
を提出
・マイナポータルからマイナンバーカードを利用して
電子申請を行う

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金
受給資格期間
への算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

〇 × 〇

最終

9 Tsurugashima　2025.4



障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
～
③

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
診

断
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、
施

設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以
上

継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

入
院
し
て
い
る
方
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

手
当
額　

月
額　
２
万
９
５
９
０
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

〇
Ａ
を
持
っ
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　

月
額　
１
万
６
１
０
０
円

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度
が
お

お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
〇

Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
、
２
級
の
一
部
の

障
害
児
の
養
育
者
。
た
だ
し
、
障

害
児
が
施
設
に
入
所
中
の
方
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額

・
重
度（
手
当
１
級
）

月
額　
５
万
６
８
０
０
円

・
中
度（
手
当
２
級
）

月
額　
３
万
７
８
３
０
円

※　
①
～
③
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象　

　

65
歳
未
満（
現
在
受
給
中
の
方

は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
療
育
手

帳
〇
Ａ
、
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉
手

当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
居
者
は
除

き
ま
す
。）

手
当
額　

月
額　
５
０
０
０
円

※　
市
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か
ら

翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す

助
成
の
対
象
と
な
る
費
用

　
医
療
機
器
認
定
を
取
得
し
て
い

る
補
聴
器
の
購
入
に
関
す
る
費
用

（
診
察
料
、
文
書
料
、
修
理
費
用
、

送
料
な
ど
を
除
く
）

申
請
方
法　

　
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
医
師
意
見

書
」
を
健
康
長
寿
課
窓
口
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
し
、
医
療

機
関
受
診
後
、
健
康
長
寿
課
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
決
定

後
に
、
補
聴
器
を
購
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
請
前
に
補
聴
器
を
購

入
さ
れ
た
場
合
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事
務

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口

座
振
替
で
の
前
納
も
年
度
の
途
中

か
ら
ま
と
め

て
振
替
で
き

ま
す
。

高齢者補聴器購入費を助成します

問合先　健康長寿課地域包括ケア推進担当

国民年金保険料の前納について

問合先　保険年金課保険資格担当

　
聴
力
機
能
の
低
下
に
よ
り
日
常

生
活
、
会
話
な
ど
に
支
障
を
来
し

て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
補
聴
器

の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

・
聴
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
に
な
ら
な
い

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
㏈
以

上
70
㏈
未
満（
中
等
度
難
聴
）に
該

当
す
る

・
医
師
が
補
聴
器
の
必
要
性
を
認

め
た
方（「
医
師
意
見
書
」が
必
要
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い

助
成
限
度
額

市
民
税
非
課
税
世
帯
：
５
万
円

市
民
税
課
税
世
帯
：
２
万
円

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
７
５
１

０
円
で
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
は
、
６
か

月
お
よ
び
１
年
前
納
用
も
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る

と
、
割
引
き
が
適
用
さ
れ
お
得
で

す
。

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

詳細はこちら詳細はこちら

最終
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ

び
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、
届
出
に
よ
り

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
保
険
税

（
料
）が
減
額（
免
除
）さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※　

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

対
象
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

【
国
民
健
康
保
険
】

対
象
者　
令
和
５
年
11
月
以
降
に

出
産
す
る
予
定
の
被
保
険
者
ま
た

は
出
産
し
た
被
保
険
者

※　
産
前
産
後
期
間
に
納
め
る
保

険
料
が
０
円
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん

申
請
窓
口

保
険
年
金
課（
郵
送
、
電
子
申
請

も
可
）

※　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
申
請
可
能

必
要
書
類

・
届
出
書

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
）

※　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
申
請
可
能

必
要
書
類

・
届
出
書

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど（
出
産
前

の
届
出
の
場
合
）

・
出
産
日
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産（
予

定
）日
が
わ
か
る
も
の

・
母
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類（
出
産
後
の
届

出
の
場
合
）

※　
届
出
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

保
険
年
金
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す※　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定
日

が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

【
国
民
年
金
】

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方

※　

第
２
号
被
保
険
者（
厚
生
年

金
加
入
者
）は
勤
務
先
へ
申
し
出

く
だ
さ
い

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
将
来

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
が
、
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）は
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
保
険
料
を
前
納

さ
れ
た
場
合
、
産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
は
還
付
と
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口

保
険
年
金
課（
郵
送
可
）

書
類（
母
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
）

※　
届
出
用
紙
は
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
保
険
年
金

課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す

※　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定

日
が
確
認
で
き

る
ペ
ー
ジ
の
コ

ピ
ー
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い

出産被保険者に対する制度について

問合先　保険年金課保険資格担当

国民健康保険の
詳細はこちら

国民年金の
詳細はこちら

に
応
じ
た
り
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
治
療
に
対
す
る
医
療
費
の

給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
適
用
外
に
な
る
も
の 

①　
け
ん
か
、
酒
酔
い
運
転
に
よ

る
け
が
な
ど（
社
会
的
に
非
難
さ

れ
る
不
法
行
為
な
ど
）

②　
仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
け
が

や
病
気（
労
災
保
険
や
他
の
保
険

の
対
象
と
な
る
も
の
）

　
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
明
細
書

（
レ
セ
プ
ト
）で
傷
病
の
原
因
が
判

別
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

交
通
事
故
な
ど（
第
三
者
行
為
）に

よ
る
負
傷
で
な
い
か
「
負
傷
原
因

照
会
書
」
や
「
第
三
者
行
為　
受

傷
原
因
の
確
認
に
つ
い
て
」
を
送

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交通事故などで治療を受けるときは連絡を

問合先　保険年金課保険給付担当

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
、
交

通
事
故
や
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
な

ど
の
第
三
者（
他
人
の
行
動
が
原

因
と
な
る
）に
よ
る
行
為
に
よ
っ

て
け
が
や
病
気
と
な
り
、
健
康
保

険
を
適
用
し
て
治
療
を
受
け
る
場

合
は
、
事
前
に
ケ
ガ
を
し
た
際
の

状
況
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
内
容

に
よ
っ
て
は
、
届
出
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機

関
へ
第
三
者
行
為
に
よ
る
治
療
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
、
治
療
費
は
加
害
者
が
支

払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
立
て
替

え
払
い
を
し
、
後
で
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
前
に
連
絡
な
く
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

最終
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第3期鶴ヶ島市立図書館基本構想（素案）の意見募
集

問合先　生涯学習スポーツ課社会教育担当

競争入札参加資格審査申請の追加受付

問合先　財政課契約担当

　
教
育
委
員
会
で
は
、
管
理
体
制

の
変
化
や
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
基
本
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
像
」
と
し
て
明
ら
か
に
す
る

「
第
３
期
鶴
ヶ
島
市
立
図
書
館
基

本
構
想
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
４
日
㈮
～
４
月

24
日
㈭

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
各

図
書
館
分
室
、
若
葉
駅
前
カ
ウ
ン

　

令
和
７・
８
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
を

行
い
ま
す
。　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
７
年
８
月
１
日
㈮
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

建
設
工
事
等

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
16
日

㈮（
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は

５
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮
）

申
請
方
法　
申
請
書
類
を
事
業
者

申
請
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

※　
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
、
受

付
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

提
出
方
法　
①
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（
１
０
８
０
０
０
５
０
＠city.

tsurugashim
a.lg.jp

）、
郵
送

（
〒
３
５
０

−

２
２
９
２（
住
所
不

要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
０
４

９
・
２
７
１
・
４
２
８
０
）ま
た

は
直
接
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

物
品
・
そ
の
他

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
５
月

30
日
㈮

申
請
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

※　
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
郵
送
可　
　

※　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

耐
震
改
修　
費
用
の
23
／
１
０
０

で
上
限
20
万
円

そ
の
他　
補
助
金
の
交
付
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
実
施
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

着
手
さ
れ
た
方
は
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

住宅の耐震診断・耐震改修に
補助金を交付

問合先　都市計画課開発建築担当

対
象　
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て

以
下
の
戸
建
住
宅
ま
た
は
兼
用
住

宅②
耐
震
改
修
は
、
耐
震
診
断
に
よ

る
安
全
性
評
価
が
1.0
未
満
の
建
築

物補
助
金
額　

耐
震
診
断　
費
用
の
１
／
２
で
上

限
５
万
円

回答はこちら

市HPはこちら

市HP（工事）は
こちら

市 HP（ 物 品 な
ど）はこちら

合
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
申
し
込
み

方
法

　
左
記
の
方
法
で
申
し
込
み
が
可

能
で
す
。
利
用
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
原
則
即
時
可
能
で
す
が
、

医
療
機
関
等
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る(

登
録
完
了)

ま
で
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど
の
受
付

に
あ
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

・
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

※　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

マイナ保険証で限度額認定証などの申請が不要になります

問合先　保険年金課保険給付担当

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
健
康

保
険
証
の
発
行
が
終
了
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証（
保
険
証
利
用
登
録
が

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
れ
ば
、
事
前
の
手
続
き
な
く
、

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度

額
認
定
証
な
ど
の
事
前
申
請
は
不

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
療
養
標

準
負
担
額
の
減
額
を
受
け
る
場
合

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超

え
る
方
）は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
加
入
中
の
健
康
保
険
組

厚生労働省
HPはこちら

最終
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4月1日から精神障害者保健福祉手帳を持つ方の介
護者のつるバス・つるワゴン運賃が無料になります。
対象者
・精神障害者保健福祉手帳1級で、手帳に旅客鉄道株
式会社旅客運賃減額第1種のスタンプが押してある方
・12歳未満で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
　上記対象者が「要介護」の記載がある特別乗車証
を提示することで、介護者1名が無料で乗車できる
ようになります。
※　介護者単独での使用はできません
すでに特別乗車証を持っていて、「要介護」の記載
を希望される方は、障害者福祉課の窓口へお申し出
ください。
持ち物
・精神障害者保健福祉手帳
・特別乗車証
問　障害者福祉課障害者福祉担当
　　都市計画課交通政策担当

　

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
し
て
、

つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
特
別
乗

車
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記

に
よ
り
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

即
日
交
付
で
き
ま
す
。

※　
す
で
に
乗
車
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

対
象

高
齢
者　
市
内
在
住
で
70
歳
以
上　

障
害
者　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者　
難
病
の
方

持
ち
物　
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
障
害
者

手
帳
、
難
病
の
受
給
者
証
な
ど)

つるバス・つるワゴン特別乗車証の交付

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当、障害者福祉課障害者福祉担当

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※　
監
査
結
果
は
、随
時
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

監査委員は市の事務をチェックします

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

〇…受付可　　×…受付不可 
受付場所 受付時間 月曜日 火～金曜日 土曜日 日曜日・

祝日
市役所 1階

障害者福祉課
市役所 2階
健康長寿課

8時30分～
17時15分 〇 〇 × ×

若葉駅前出張所 9時～
17時30分 〇 　〇※1 × ×

各市民センター 9時～
17時15分 × 〇 〇 ×

※1　木曜日のみ、9時～ 21時まで受付しています

令和7年度監査実施予定
種　　 類 事　　務　　の　　内　　容 予　　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われている
かを検査します。 毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が適
正に行われているかを監査します。 10 ～ 2月

工 事 監 査 定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査します。 随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施設
の管理運営を委託している指定管理者に対し、補
助金や指定管理料に係る事業などが適正に行われ
ているかなどを監査します。

9・10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計（国民健康保険特別会計
など）の歳入歳出決算について、審査します。 6・7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金につ
いて、その運用状況を審査します。 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基
づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字
比率、実質公債費比率、将来負担比率）およびその
資料が適正に算定されているかを審査します。

8月

最終
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10月1日から下水道使用料が改定されます

問合先　坂戸、鶴ヶ島下水道組合業務課☎049・288・3361

改
定
が
必
要
な
理
由

　
下
水
処
理
場
や
下
水
道
管
な
ど

の
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
は
、

公
共
下
水
道
利
用
者
か
ら
い
た
だ

い
た
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
現
状
は
使
用
料

収
入
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
不
足
分

を
鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸
市
か
ら
の
負

担
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

今
後
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
使
用

料
収
入
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
下
水
道
事

業
の
運
営
を
図
る
た
め
、
使
用
料

を
改
定
し
ま
す
。
公
共
下
水
道
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
や

経
営
の
合
理
化
な
ど
、
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

改
定
の
時
期

　
改
定
後
の
使
用
料
は
、
令
和
７

年
10
月
１
日
以
降
に
算
定
す
る
使

用
料
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
令
和
７
年
９
月
30
日
以
前

か
ら
継
続
し
て
公
共
下
水
道
を
使

用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

偶
数
月
検
針（
２
か
月
）の
方

　
令
和
７
年
10
月
検
針
分
は
現
行

の
使
用
料
が
適
用
さ
れ
、
令
和
７

年
12
月
検
針
分
以
降
か
ら
改
定
後

の
使
用
料
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

奇
数
月
検
針（
２
か
月
）の
方

　
令
和
７
年
11
月
検
針
分
は
、
10

～
11
月
分
の
う
ち
10
月
分
は
現
行

の
使
用
料
、
11
月
分
は
改
定
後
の

使
用
料
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

※　
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
新
築
や
建
替
え
以
外
の
下
水

道
へ
の
接
続
工
事
で
、
上
限
40
万

円
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
す
る

「
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
金
制

度
」が
あ
り
ま
す

公共下水道へ接続しましょう

問合先　坂戸、鶴ヶ島下水道組合業務課☎049・288・3361

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の

方
は
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。
下
水
道
は
、
台
所
、
ト
イ
レ

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
衛
生
的
に

処
理
し
、
住
環
境
を
良
好
に
す
る

施
設
で
す
が
、
接
続
し
な
け
れ
ば

生
活
環
境
の
改
善
・
水
質
保
全
の

効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
下
水

道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
浄
化
槽
は

速
や
か
に
下
水
道
へ
接
続
し
、
く

み
取
り
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
水

洗
化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水

を
別
々
に
処
理
し
て
い
る
た
め
、

雨
ど
い
か
ら
汚
水
管
へ
つ
な
い
で

一
緒
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
雨
水
を
汚
水
管
に
流
す
と
、

大
雨
時
に
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル

や
、
宅
地
内
の
汚
水
ま
す
か
ら
あ

ふ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
宅
地
内
の
雨
水（
雨
ど
い
な

ど
）が
汚
水
管
に
流
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
当
組
合
職

員
が
戸
別
訪
問
で
の
普
及
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
指
定
工
事
店
で

　
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
当
組
合

で
指
定
を
受
け
た
「
坂
戸
、
鶴
ヶ

島
下
水
道
組
合
指
定
工
事
店
」
で

な
い
と
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

組合HPはこちら

下水道使用料改定表� （税込）
使用水量 現　行

令和7年9月分まで
改定後

令和7年10月分から 比　較
0㎥ /2月 1760 円 2200 円 440 円
10㎥ /2月 1814 円 2254 円 440 円
20㎥ /2月 1870 円 2310 円 440 円
30㎥ /2月 3278 円 3740 円 462 円
40㎥ /2月 4686 円 5170 円 484 円
50㎥ /2月 6556 円 7326 円 770 円

※　使用水量は水道メーターで算出しています
※　川越市の下水道を使用している一部地域については対象外です

最終
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募
集
職
種

　
事
務
職
、
土
木
職
、
機
械
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

第
一
次
試
験

筆
記
試
験（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
）

　
６
月
１
日
㈰

面
接
試
験

　
６
月
１
日
㈰
、
６
月
８
日
㈰
の

ど
ち
ら
か
指
定
さ
れ
た
日
時

申
込
期
間

持
参　
４
月
14
日
㈪
～
５
月
14
日

㈬（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

９
時
～
17
時

郵
送　
４
月
14
日
㈪
～
５
月
14
日

㈬
消
印
有
効

受
験
資
格

①　
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８

募
集
職
種　
消
防
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

第
１
次
試
験　
筆
記
試
験（
Ｓ
Ｐ

Ｉ
３
）６
月
15
日
㈰

申
込
期
間

持
参　

５
月
12
日
㈪
～
30
日
㈮

（
土
日
を
除
く
）８
時
30
分
～
17
時

15
分

郵
送　
５
月
12
日
㈪
〜
28
日
㈬
消

印
有
効

受
験
資
格

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

②　

短
期
大
学（
専
修
学
校
を
含

む
）を
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方③　
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方※　
土
木
職
は
、
土
木
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

※　
機
械
職
は
、

機
械
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

受
付
場
所　

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

※　
詳
細
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
消
防
本
部
総
務
課
で

配
布
し
て
い
る

募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
合
先　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
総
務
課
☎
０
４
９
・
２
８
３
・
２
０
５
１

組合職員を募集します！（下水道組合・消防組合）

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

問
合
先　
坂
戸・鶴
ヶ
島
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
☎
０
４
９・２
８
１・３
１
１
８

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

詳細はこちら

組合HPはこちら

Q.坂戸、鶴ヶ島下水道組合を選んだ理
由は？
A.下水道は日常生活で重要な役割を果
たしているインフラのひとつであり、
市民の安心で安全な暮らしを守ってい
きたいと思い志望しました。
Q.未来の職員へのメッセージ
A.下水道の知識がなく不安を感じる方
もいると思います。職場では経験豊富
な上司や先輩方がサポートしてくれま
す。様々なことを学び一緒に成長しま
しょう。

Q.坂戸・鶴ヶ島消防組合ではどんなことをしていますか？
A.現場活動や日常の訓練、また消火栓や防火水槽の水利の点検
や消防、防災訓練と幅広い業務があります。一つひとつの業務
が市民の安心、安全に繋がると思い日々働いています。現場活
動や訓練では困難なこともありますが、上司や仲間と乗り越え
ることで達成感ややりがいを感じます。
Q.未来の職員へのメッセージ
A.消防職員になりたいという強い気持ちをもっ
て最後まであきらめずに頑張ってください。

Q.仕事でやりがいを感じた時はどんな時ですか？
A.消防士は、様々な災害に対応できるよう日々訓練を重ねてい
ます。その努力が災害活動に活かされ市民の力になれたときに、
大きなやりがいを感じます。将来は、災害により苦しんでいる
人を助けることができる特別救助隊員を目指し、目の前の訓練
に全力で取り組んでいます。 
Q.未来の職員へのメッセージ
A.私たちとともに地域の方の安全と安心を守りましょう。

先輩からの
メッセージ

先輩からの
メッセージ

森
もり

田
た

主事　
総務課　
勤務年数　3年目

齊
さい

藤
とう

主事補　
鶴ヶ島消防署第1警防担当　
勤務年数　3年目

一
いち

條
じょう

主事補　
鶴ヶ島消防署第2警防担当　
勤務年数　4年目
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